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工業組合が総会を開催、大松理事長らを再選

10月に組合からヨーロッパ産業視察団を派遣、団員を募集開始

日本プラエ連の伊沢専務理事を招き記念講演

特級・技能検定試験に二人が合格

デザインの心

組合員の工場訪問

事務局だより

平成 7年度の事業計画や予算を決めた総会



新事業にヨーロッパ視察

！エ組とデザイン協会の総会開<I 

役員改選で大松理事長らを再選

岐阜県プラスチック工業組合は、 5月26日午後、岐阜市内にある岐山会館で「第27回通

常総会」と「プラスチックデザイン協会第3.3回通常総会」を開催した。工業組合の議題は

①平成6年度の事業報告・収支決算②平成7年度の事業計画・収支予算③平成7年度の賦

課金及びその納入方法について④平成7年度の取引金融機関及び借入金最高限度額⑤任期

満了による役員の改選一など5議案である。

このうち役員改選では、理事長に大松利幸氏、副理事長に児玉俊一、大野官、日比勝次

氏ら正副理事長のほか、理事、監事を選出した。また、事業計画では10月にドイツで国際

プラスチック・ゴム見本市が開催されるのを機会に、ヨーロッパヘ産業視察団を派遣する

ことなどの新年度事業を決めた。

なお、総会を記念し東京から、日本プラスチック工業連盟の伊沢伯専務理事を招き「プ

ラスチック工業の現状と展望Jについて講演してもらった。（講演要旨は6~7頁に紹介）

大松理事長「景気は夏から秋にかけて悪くなる？」

通常総会は児玉副理

事長の開会あいさつで

始まり、続いて大松理

事長が「あやふやな景

気が続いているが、私

が信頼している嶋中雄

ニ・三和総合研究所主

任研究員によると“景

気は夏から秋にかけて

失速し、悪くなる”と

いう。その理由は株価

や商品市況の軟調、長

期金利の低下はもとょ 海外産業視察団派遣など事業計画や予算を承認した総会

り、新設住宅着工の低迷、さらに世界的な景気 らないことで、すでに中小企業の景況感は徐々

の拡大から、円高にかかわらず輸入物価が下が に悪化してきている」と、経済環境の現況ど予
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断を許されない景気見通しを述べた。

業界としても「原料高の製品安という悪環境

に悩まされ、加えてPL法（製造物責任法）や

容器包装のリサイクル法制定など不安材料は増

すばかり。この厳しい年を業界の結束と努力で

切り抜けたいものです」と、呼びかけた。

[_事業計画、予算など全議案可決

新年度予算総額は 3,977万円口

議事は最初に①平成 6年度の事業報告と総額

4,479万余円にのぼる平成6年度の決算②11項

目にのぽる平成 7年度の事業計画と総額3,977

万円余の収支予算③平成7年度の賦課金及び納

入方法④平成7年度の取引金融機関及び借入金

最高限度額一の4議案を審議し、原案どおり可

決した。このうち主な平成7年度の事業計画は

譴導教育事業は、国、県、中小企業団体中

央会ほか公社、公団等の関係機関と連携し、組

合員のための研修会、講演会、セミナーなどの

事業に積極的に参加、活力と創造性を持った組

合員の育成を図る。

＠技術開発には技術者養成が欠かせないた

め、県職業能力開発協会からの受託事業である

「プラスチック成形射出成形作業」および「プ

ラスチック成形用金型製作作業」の技能検定試

験を実施、技術の向上に努める。

さらに技能検定試験の合格率向上と受検者の

安全を図るため、特別講習会を実施する。

ヨーロッJ¥1見察団の派遣は10月に

③新規事業＝ドイツのデュッセルドルフ市で

「国際プラスチック・ゴム見本市」開催を機会

に、 10月5日から10日間、ヨーロッパヘ産業視

察団を派遣する。同見本市は世界最大の規模と

最高の内容を誇ることで有名。見本市のほかに

現地のプラスチック加工産業連合会や材料、成

形、金型メーカーを視察し、ロンドンでもプラ

スチック関連企業を訪問する予定である。

職場環境や雇用管理の改善で研修

④新規事業＝労働力確保集中指導事業（国・

県の補助事業、中央会指定）を実施する。労確

法に基づく職場環境や雇用管理の改善などに関

する研修会を開催し、中小企業の労働力確保に

役立てていく。

鐸規事業＝組合員企業の人材育成を体系的

に行うため、岐阜職業能力開発短期大学校の全

面協力を得て「能力開発セミナー」を実施、参

加促進を呼びかッる。

愈精報提供事業は、会報「岐阜県のプラスチ

ック」を年6回発行し、組合員に必要な経済・

業界情報を提供する。また、定例役員会の協議

事項、組合の運営や事業についての詳細を会報

に「お知らせJとして提供する。

このほか工業技術センターが発行する「技術

情報ぎふ」を配布するほか、組合員に必要な

国・県の施策などを情報提供する。

＠洪済事業出は、デイラーや取扱店と提携し

銀行口座引落方式による自動車購入ローンを実

施、組合員企業および従業員の利便を図る。ま

た、組合員の事業活動に必要な離型剤・薬品な

どの希望品目を共同購入し、企業活動の効率化

を図る。

⑧金融事業では県、政府系金融機関等が実施

する運転・設備資金の融資および各種中小企業

制度融資を組合員に情報提供し、組合員の希望

に応じて制度の指導、あっ旋、助言を行い、経

営の安定に役立ててもらう。

⑨事務代行事業は、労働保険の事務委託事業

（労働保険事務組合の認可済み）として、組合

貝に代わって業務を行う。

⑩調査研究では適宜・適切な情報や施策を組
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合員に提供するため会報記事として収集、また、

中小企業施策担当の諸団体と連絡協調して収

集、提供する。

⑪福利厚生事業では、組合間の親睦交流・連

携を図るため新年互礼会、組合員の健康づくり

・親睦ゴルフ大会、慶弔見舞いなどを実施、組

合の円滑な運営と組織の強化・活性化を図る。

⑫合賛助会員制度の発足3年目に当たり、

賛助会員を新年互礼会に招き、交流の場として

定着を図っていく。

PL法も組合の検討事項に加える

⑬検討事項としては、これまでの「労働時間

短縮」「プラスチック廃棄物の処理・再資源化

対策」に続いて「製造物責任 (PL法）」を加

えて、組合としての対策を検討する。

r---------------------------------------------------------------------------------------------, 

l総会で工業組合の役員決める l 
L-------—ー大松理事長はじめ理事13人と監事 2 人を選出—---------」

第27回通常総会の席上で行われた任期満了に

伴う工業組合の役員改選は、選考委員による推

薦方法で行い、新理事長に大松利幸氏を選んだ

のをはじめ次の各氏を選出した。

このうち川瀬忠雄理事は青年部の新部長とし

て、また、福島文夫理事は納土栄一郎理事退任

に伴い新しく選ばれた。

再任された大松理事長は「プラスチック業界

は岐阜県七大産業の一つに位置付けられてお

り、工業組合は確固たる地位を築いていく責務

がある。組合活動の強化と組合員企業の努力で、

一層の振興を図りたい」と挨拶した。

〈理事長》

大松利幸（岐阜プラスチック工業（株）

〈副理事長〉

児玉俊一（コダマ樹脂工業（株）

大野 賓（（株東海ポリエチ工業所）

日比勝次（大垣プラスチック工業（株）

〈理事〉

川瀬忠雄（（株川瀬樹脂工業） •新任

林貢一郎（岐阜産研工業（籾）

三輪嘉人（三光合成（株滋賀工場）

岡部修二（シーシーアイ（株）

清水昭市（（術青水樹脂）

田部将行（天龍工業（株）

杉山元彦（パール化成品（株）

福島文夫（（株フクシマ化学） •新任

松田 典市（ムトー精工（樹）

《監事》

篠田 哲（岐阜技研ポリマー（掬）

武藤幸平（（樹武藤化成工業所）

《顧問》

武藤昭三（ムトー精工（株）

（いずれの役員も任期は平成 7年5月27日から

2年間）

プラスチックデザイン協会も総会

ロ講習会や翻彦会などへの参加

組合の総会に続いて岐阜県プラス；l
デザイン協会の第33回通常総会も開き、平成 7

年度の事業計画と予算を決めた。

年間予算は16万円で、事業は①デザイン講習

会1回②デザイン関係の資料配布、年間 2~3

回③岐デ振主催の各種デザイン関係の研修会、

講習会、セミナー、異業種交流などへの参加④

工業組合の会報に企画記事「デザインの心」と

「豊かなデザイン」を掲載するーなどを実施す

る。
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施策を活用し苦況乗り切りを…
武内商工労働部次長ら来賓が組合員を激励

工業組合は、総会に県関係者ら多

数の来賓を招いた。このうち武内章

尋県商工労働部次長と羽淵友ニ・県

中小企業団体中央会副会長の二人か

ら激励の祝辞をもらった。

武内氏は「プラスチック業界は設

備の近代化、技術革新、人材育成な

ど積極的に努力され、県内七大産業

の一つとしてしつかり根付いていた

だき、大いに惑謝しております。し

かし、今日では廃棄物処理問題はじめ、業界を

取り巻く環境は厳しさを増しており、むしろ新

たな事業展開のチャンスと捉えて、取り組んで

もらいたい。当面する商工振興策としては①雇

用対策②地場産業の活性化③バンチャービジネ

スの振典一の 3点に重点を置いて施策を進める

方針です。いぜんとして厳しい経済環境が続き

ますが、施策を活用され、苦況を乗り切ってほ

しい」と県の施策を説明し、激励した。

また、羽淵氏は「中小企業を取り巻く環境は

左
か
ら
武
内
氏
と
羽
淵
氏

91年のバブル崩壊以後4年余になんなんとする

長期不況にあります。加えて円高や阪神大震災

が重なり、経営環境は複雑にして、好転の兆し

は未だ見えてきません。それに中小企業には、

7月1日施行の製造物責任法に伴う対応、来年

3月に猶予期間が切れる改正商法の適用、さら

には 9年4月からの週40時間労働制などと、課

せられた課題には大きなものがあります。こん

ご企業、組合の一層の活動強化を期待します」

と指導団体の立場から激励した。

，職場環境改善で研修

し
！工場の視察やi輝旅行も

青年部の新年度事業計画ロ

工業組合の青年部は4月22日、岐阜市内のス

ポーツパルコで川瀬忠雄部長ら新役員のもとで

第14回通常総会を開き、新年度の事業実施計画

を決めた。

新年度の活動目標は「次代を背負うリーダー

としての意識に燃え、親組合への事業協力を通

じて時代のニーズに応じた研修、自己啓発、情

報交換、部員相互の親睦を図っていく」に置き

隔月に次の事業を実施していく。

7月研修会は工場の視察研修、 9月研修会は

親睦研修旅行、 11月研修会は親組合が実施する

労働力確保組合集中指導事業の一環として研修

会を行う。この事業は国の労確法に伴うもので

専門の講師から職場環境の改善、福利厚生の見

直し、人材養成などのノウハウを勉強し、各企

業の労働環境改善に役立てるのがねらい。

1月は新年互礼会として開催するほか、県中

小企業青年中央会の各種事業に参加していく。
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日本プラエ連の伊沢専務理事招き記念講演会

「業況は急速に良くならない」

景気など業界の最新情報話す

工業組合は 5月26日午後、岐阜市内にある岐山会館で通常総会を開いたが、その総

会を記念し、東京から日本プラスチック工業連盟の伊沢伯専務理事を招いて「プラス

チック工業の現状と展望Jについて講演してもらった。伊沢専務理事は、三井石油化

学工業、米国三井化学工業、三井物産をへて日本プラスチック工業連盟に招かれた人

で、その講演内容は①業界の見通し②中小企業白書から見た業界の動向③製造物責任

法 (PL法） ④リサイクル新法⑤生分解性プラスチックの現状ーなど、プラスチック

業界の最新情報をスライドを使い、解りやすく講演してもらった。次は主な要旨。

化学製品PL相談センター

プラスチックをめぐる話題は、まず、今年

7月に施行予定の製造物責任法 (PL法）で

ある。プラスチック業界が問題としている点

は①裁判外紛争処理体制②PL保険③対策の

ガイドライン一でこの3項目を整備し、施行

に備える必要がある。

このうち裁判外紛争処理体制について日本

プラスチック工業連盟は、これまで保管官庁

や関係団体と協議・検討を重ねてきた。その

結果、日本化学工業協会が6月1日からスタ

ートさせる「化学製品PL相談センター」の

ネットワークに入り、相談やあっ旋体制を整

えていくことにした。

PL保険は、業界・団体ごとに共同保険が

検討されているが、参加企業が割合少なく、

保険料も個々企業ごとに加入する場合より余

り下がらない。このため中小企業庁が2月か

ら提唱している中小企業団体PL保険制度が

150万企業対象で割引率47％となり、現在で
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はもっとも有望な共同保険といえる。

紛争処理体制や共同保険の整備問題の他に

大切なのは、ガイドライン（製品取り扱い説

明書）の作成である。製品情報や警告表示を

ユーザーヘ伝達・提供することは、事故防止

の第一歩となるからである。

小規模事業者は適用除外に

続いては国会に上程、審議中のリサイクル

新法（容器包装に係る分別収集及び再商品化

の促進等に関する法律案）である。

法律の基本的な考え方は、消費者がびん、

缶、紙、プラスチックなどの容器包装ごみを

分別排出し、市町村が分別収集の責任を持っ

て行い、事業者がこれを引き取り責任をもっ

てリサイクルすることを義務付けている。

今国会で法案が成立すれば、今年末までに

公布され、 2年以内に施行される。小規模事

業者（従業員20人以下）は適用除外され、中

小企業は 3年程度義務が猶予される。また、

プラスチックの再商品化は技術が完成してい



万トノにのぼる。昨年が史上最

高、このままいけば、今年は

さらに記録を更新することに

なる。つい1~2年前までは夢

のような原料樹脂の生産量で

あったが、これが実現したこ

とになる。

成形製品は昨年が547万7千

トハ今年は1~3月で138万7千

ト／。この数値は従業員40人以

プラスチックに関連する最新情報を話す伊沢専務理事 上の企業で、業界全体に直す

ないため、最長 5年間延長される。 と1,100万トノ程度となる。増産された原料樹脂

施行5年後には 3割を回収

リサイクル義務を負う事業者ては、販売す

る商品に特定容器を用いる事業者、特定容器

等を製造する事業者、販売商品に特定の包装

を用いる事業者で、いずれも輸入業者が含ま

れている。実際にはリサイクル義務を負う事

業者は最初の費用を負担し、公益法人をつく

って処理するか、リサイクル業者に委託する

ことになるが、最終的に費用は商品に転化さ

れ、消費者が負担することになる。

通産省の試算によると、容器包装ごみは排

出するごみ全体の30％程度占めるといわれ、

施行後 5年後にはその30％ぐらい回収して再

商品化へ持ち込み、ごみ減量に大きな役割を

果たしたいとしている。

原料樹脂は増産、記録更新

最後はプラスチック業界の見通し。原料樹

脂生産は、昨年1,303万6千トノで前年の6.4%

増。今年は1~3月で早くも350万卜/を生産し

ており、これを年間に換算すると実に1,400

はどこへ行ったかというと、輸出に回った。

日本国内と異なり世界的な景気拡大の中で、

約200万トノ以上も輸出されたという。このこ

とは海外における成形産業の好調ぶりがうか

がえ、その反動が日本の成形業界の不安のタ

ネになりそうだ。

景気回復への反発力は弱い

今年の中小企業白書にはプラスチック業界

の調査事例が多く取り入れられている。この

うち経営上の問題点の項目では、プラスチッ

ク業界は①受注単価の低下②従業員の高齢化

と労働力の確保難③受注先の海外転換ーをあ

げている。このうち海外転換についての調査

を見ると、すでに 7％の企業が転換し、 16%

の企業が将来的に転換したいとしている。

これらの要件を勘案して今後の業界を見通

すと“成熟した産業となっており、業況は急

速に良くならない。景気の動きは非常に穏や

か。回復への反発力は弱い”ので、新規事業

分野への進出や技術開発に取り組み、活路を

切り開いてほしい。
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商工中金から感謝状
組織金融推進と業界の発展で

工業組合は「組織金融の推進と業界の発展

に努め、商工中金の使命達成に多大の貢献が

あった」として商工中金（児玉幸治理事長）

から感謝状と記念品を受けた。

授与は通常総会後のパーティーの席上で行 の寅井政治支店次長から大松理事長に手渡さ

われ、組合員が見守る中で商工中金岐阜支店 れた。写真は感謝状を受ける大松理事長。

口―特級技能検定試験に二人が合格
井藤正司さん（岐阜プラ）と野々 村満治さん（ムトー精エ）ロ

岐阜県職業能力開発協会が実施する「特級・

プラスチック成形」の技能検定に二人も合格し

た。合格した人は井藤正司さん（ムトー精工（掬

課長）と野々村満治さん（岐阜プラスチックエ

業（株課長）で「会社実務と並行して、指導書を

よく読み、確かめてきたことが役立った」とニ

人は謙虚に話している。岐阜県下の特級技能検

定は平成元年から実施され、同 2年3月に合格

した平光完治さん（岐阜技研ポリマー）が初め

て合格、今回の 2人で合計3人となった。

受検資格は 1級合格し 5年の実務

特級・プラスチック成形の受検資格は、 1級

技能検定に合格し、その後5年以上その職種の

実務経験のある人に限られる。検定内容も 1、

2級とはまったく異なり、まず要素試験（①分

間）がある。これはビデオを見ながら管理者と

して欠かすことのできない“仕事の教え方”と

“改善の仕方”について試験をうける。続いて

ペーパーテスト (2時間）があり、工程管理、

作業管理、品質管理、原価管理、安全衛生管理

設備管理、さらにプラスチック成形の場合は職

場管理が加わり、試験の範囲は広い。

金型製作の技能検定に 3人が合格

平成6年度の後期技能検定試験として実施し

た「プラスチック成形用金型製作作業」に 3人

が合格した。合格者は次のみなさん。

水谷東明夫（岐阜プラスチック工業（株）

沼崎静男（ムトー精工（樹）

長瀬秀敏（ムトー精工（悧）

新規学卒者の採用・選考開始日程

岐阜公共職業安定所は、平成8年3月に新規

卒業予定者の求人取り扱い期日を決めた。

中卒の求人受理は 6月20日から、推薦選考開

始は 1月1日。高卒は求人受理確認が6月20日

から、推薦開始は 9月5日、選考開始は 9月16

日。大学、短大、高専卒は求人受理が6月1日

から、求人内容の学生への掲示は 7月1日から

企業説明会は 7月初旬から、選考開始は 8月1

日前後から、採用内定の開始は10月1日。

-8-



［従来型の経営に警鐘
中小白書•新分野選出求める

_] 

国の9緊F版「中小企業白書」（中小企業の動

向に関する年次報告）が公表された。

白書の主な内容は「中小企業の業績低迷は、

円高や価格破壊など構造的な変化によって生じ

ている」また「アジア諸国の技術力向上によっ

て、日本の中小企業の競争力が弱まっている」

と分析し「経費削減など従来型の対応に依存し

たままの経営では、早晩行き詰まる」と警告し

中小企業融資制度の利率を引下げ

岐阜県商工労働部は4月17日から「岐阜県中

小企業融資制度」の利率を全面的に改定し、各

資金とも0.6％引き下げた。新金利は▽経営安

定資金3.6%（保証付32%）▽関連倒産防止資

金保証付で2.7％▽小規模企業活性化資金3.3％

(3.1%）▽小企業特別小口資金保証付で3.1％▽

労働力確保対策資金3.1%(2.9%）▽地球環境

改善資金2.9%(2.7%)▽ベンチャー企業等支

援資金3.4%(32%)▽新分野進出等企業活力

支援資金3.4%(32%）▽ハイテク・ハイタッ

チ産業育成資金2.8%(2.6%）▽経済変動対策

ている。これは調査の結果、円高対策として経

費削減をあげる企業が多かったからで「コスト

削減のみによって、長期的な発展を期すること

はできない」とも強調している。

具体的な改善策としては「新規事業分野への

進出、技術開発の強化、海外事業活動の展開、

情報化の推進などと積極的に取り組み、活路を

開くよう」に求めている。ただ中小企業にとっ

て、新分野進出や海外展開は大きなリスクを伴

う。リスクヘの不安が障害となれば、新分野進

出は容易には進まない。中小企業はこのリスク

をどうカバーするかが、大きな課題といえる。

資金2.6%(2.4%）となっている。

また、体質強化関連では▽経営安定対策資金

2.6% (2.4%）▽組合共同事業推進資金3.7%

(3.5%）▽フロンティア企業育成資金は2.8%

(2.6%）となっている。

なお、（ ）内は信用保証付の融資利率。

高齢者の就業支援センターが開設

ハローワーク岐阜では、岐阜市金町4にある

明治生命岐阜金町ビルの 7階に「岐阜高齢期層

用就業支援センター」を開設し、利用を呼びか

けている。高齢者者の豊かな知識・経験を生か

して働いてもらおうと、相談と援助を行う。

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン鬱麗 ポリカーポネート樹詣

"°VAMID NOVAREXR iiOVAOUR 
- 9 9 ̀  9,. -—9,、レ，ク,.._—9. 、 9 ，，ー 9• 一

中低圧ポリエチレン 裏圧ボリエチレン

ポリエチレンNOVATECNOVATEC-L 
人本社翌翌翌翌
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デザインの心一 l
「へうげものマインド」

“へうげもの'’…。先の4月の県職員恒例の

異動により、 1蹄こ間携わってきた東濃地方の陶

磁器を離れ当地に赴任、そして“岐阜県のプラ

スチック”からの寄稿依頼。すっかり陶磁器に

なりきってしまった頭で何を書けばよいものや

ら、思考の空洞化の中で行き着いた末が、この

“へうげもの”です。私にとってもれば、大胆

不敵にも1舷F間の歳月を費やしたどり着いた焼

き物の真髄？。言い換えるなら、 1舷F目の昨年

度陶磁器試験場で業界共々練り上げたデザイン

開発のコンセプトということになります。

“へげうもの’'、標準語では“ひょうげもの”

です。東濃の地方語であり焼き物を語る言葉と

して用いられます。“ひょうげる”を辞書で引

くと“おどけたことをする”“ふざける”とな

ります。しかし、焼き物で語るには、もう少し

リベラルで真面目な意味をもつ様です。

美濃は言うに及ばず、日本の焼き物史のなか

で大きな変革を遂げ、最も精気溢れる創造性が

発揮された安土桃山時代に、異文化の影響を受

けた焼き物“織部”が美濃の地で誕生し、精彩

を放ちます。銅釉の鮮やかな緑、斬新な鉄絵文

様とともに力強い“歪み”を特徴に、黄瀬戸、

瀬戸黒、志野に続いて登場した織部。現代にお

いても固有の文化、独自の美意識として地域が

世界に発信し得る優れた焼き物と言えます。

織部様式の一つ、織部黒の沓型碗に代表され

る“歪み”を“へうげもの'’“矯めもの”と称

し、ロクロ成形した丸物をあえて非対称、不整

形に仕上げています。美濃の陶芸家加藤卓男氏

が「アンバランスの中に美と作行の面白さを求

めたものJとして広く紹介されています。

では当時の作り手が、なぜ、‘‘歪み”を求め

岐阜県プラスチックデザイン協会

たのでしょうか。異文化や当時の流行、消費者

である堺を中心にした文化的商人階層の嗜好、

それに指導者であった古田織部の“好み”の大

きな影響が考えられますが、なによりも、“モ

ノづくり’'を取り巻く様々な環境に対して、当

時の作り手が、最新の情報や市場ニーズを取込

み、実現する技術開発や素材の導入を図り、前

向きにモノづくりに取組んだ“創意工夫の精神

と姿勢”そのものが、織部を、その特徴である

“歪み～へうげもの”の造形を生み出し、結果、

安土桃山時代に繁栄を窮めたものと思います。

ロクロ成型した丸物に飽き足らず一つ手を加

えて形状を矯め（歪め）ること、これは通常の

生産活動の中に創意工夫を試みる創造の姿勢で

あり、次の時代に対峙する前衛の精神です。

“へげうものマインド”とは、単に形を矯め

ることではなく、創造と前衛という作り手の前

向きでリベラルな姿勢を意味します。また、

“へげうもの”という土着的な呼び名からイメ

ージできるように地域固有の伝統的資源をも意

味します。

美濃の国の長い歴史的風土と伝統の美に裏付

けられた地域固有の財産の再認識、そして現代

に活用を図り、 21世紀の地域人につなげるこ

と。それは今日地域に生きる我々が果たすべき

最も大切な使命だと思います。

“織部’'という岐阜県の貴重な財産、そこに

内在する“へげうものマインド”ともいえる心

を、陶磁器分野に限らず、県内の作り手に共通

する在処として、情報、素材、技術、デザイン、

e t Cに…広く、かつての時代の織部のように

クリエイテイビティを発揮したいものです。

工業技術センター Y.Hasegawa 
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薫薫羹薫羹薫羞薫羞薫驀薫薫羞薫薫葦薫疇薫薫薫羹賽薫賽組合員の工場訪問薫薫疇

青年部活動を企業経営に生かす

（株）川瀬樹脂工業 ］ 

新年度最初の工場訪問は、組合青年部の 3月

総会で新部長に選ばれた川瀬忠雄さんの工場・

味川瀬樹脂工業（大垣市曽根町 1、川瀬保雄社

長）を訪ねた。工場のある曽根というと、春日

局のゆかりの曽根城があったところ。

今は本丸の遺構しか残ってないが、春日局の

父である斉藤利三が城主・稲葉ー鉄の重臣とし

て住んでいた。現在は曽根城公園として整備さ

れ、その西方に川瀬さんの工場がある。

ポストは企画担当の二世経営者

川瀬さんは36歳、会社のポストは取締役企画

開発部長。やがては経営を受継ぐ二世経営者。

組合青年部へ入ったのは、発足間もない昭和59

年、したがって青年部歴は12年と長い。

入部した頃を思い出してもらうと「当時は、

若手の創業社長と二世は半々でしたが、今では

二世経営者ばかりです。企業では部員が同じ立

場にあるだけに、相互交流がしやすくなった」

さらに「こうした活動の環境を生かし、中身の

濃いミーティングを行い、中小企業の進むべき

道を探っていきたい」と話す。

さる 4月には新年度総会を開き、年間の事業

計画を決めたばかり。中心となる研修テーマは

「昨年度は“廃プラ利用を考える”だったが、

今年度は中小企業が抱える永遠のテーマ“労働

力確保問題”に取り組む」と意欲を見せる。

金型工場をもち商品を自社開発

川瀬さんの工場は本社工場、南工場、物流セ

ンター、それに関連の金型会社から成る。金型

会社の名は（有）マエダエンジニアリングで川瀬さ

んの弟・祐一さんが経営している。工場には11

台の成形機が配置され、自社開発商品のハンガ

ーを主力に容器、精密成形部品、それに岐栄協

関連の産業資材を生産している。金型会社を経

営することから「金型から納品まで」をキャッ

チフレーズに営業活動を展開、また、自社開発

にも素早い対応ができ非常に有利という。

社長の川瀬保雄さんは「長年の経営の中で、

インジェクションの前で青年部活動について話す川瀬さん

確固たる経営理念を持つことの

大切さを知った。金型部門を独

立させ、成形と金型の工場をそ

れぞれ二人の息子に責任を持た

せたり、製品に“サンスリー”

のブランドを付けて、自信と誇

りある製品の出荷に心掛けてき

たのはその結果です。こんど忠

雄は青年部長の大役を受けたが

組織のリーダーとして自己啓発

のよい機会になると思う」と大

きなエールをおくつている。
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事務局だより
会員と事務局を結ぶページ

口総会への出席有難うございました口

平成7年度の新事業計画やその事業予算を決

める工業組合の「第切回通常総会」と「プラス

チック・デザイン協会第33回通常総会」は 5月

26日、武内県商工労働部次長ら来賓を迎え多数

の組合員が出席して開催しました。

総会の内容はトップ記事で紹介しましたが、

大松理事長をはじめとする新しい役員人事や新

事業が決まりました。事務局では新役員のもと

で、新事業計画にしめされた事業の数々に取り

組んでいきます。

なお、右上の写真は総会後の懇親パーティー

で、来賓の県関係者を囲んで出席組合員が交流

・懇談を深めました。

ロドイツのプラ展を見学しませんか□
工業組合ではドイツで「国際プラスチック・

ゴム見本市」が開催されるのを機会に、ヨーロ

ッパヘ産業視察団を派遣することになり、団員

募集を開始しました。

視察コースはドイツ・デュッセルドルフ→フ

ランクフルト→イギリス・ロンドンで、世界最

大といわれる見本市を見学した後、プラスチッ

ク関係団体、加工、原材料、金型メーカーを訪

ポリエチレン 塩化ピニル樹脂

スミカセン⑳ スミリットR
エチレン酢酸ピニル共重合樹脂 メタアク,,ルシート

問する予定です。渡欧期日は10月5日から10月

14日までの10日間です。詳細は組合へご連絡＜

ださい。

口労慟保険の事務委託と更新の事務□
全事業所に適用されている国の労働保険には

「雇用保険」と「労災保険」があり、工業組合

では事務委託をしております。

代行を希望される組合員は事務局へご連絡＜

ださい。

岐阜県のプラスチック
1995 123号

平成 7年6月 1日発行

発行岐阜市六条南2丁目11番地 1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (058)2 7 2 -7 1 7 3 

F心 (058)2 7 6 -1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者 竹内安之

熱可塑性エラストマー

住友eTPE
合成ゴムSBR

エバテート⑲ スミペックスR 住友8SBR
ポリプロピレン メタアクリ 1し樹詣

住友ノープレン8 スミペックス-BR
ボリスチレン樹脂 高密度ポリエチレン

エスプライト スミカセンハード

合成ゴムEPR

エスプレンR
エチレン酢酸ピニル
塩化ピニル共重合樹脂

スミグラフトR

疇~ 住友化学工業株式会社
名古量支店 〒460名古屋市中区錦1丁目11番18号（興銀ビル）

電話 <052>201-7571 
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の 石油化学 品

ポリスチレン ポリプロピレン

スチレン系耐熱樹脂 高密度ポリエチレン

ポリカーポネート 直鎖状低密度ポリエチレン

GFPET カルプR

出光石油化学株式会社
東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ビル）〒100 ff 03-213-9361（代）

名古屋支店 名古屋市中区栄2丁目 1番1号 8土地名古屋ヒ頂、 5F 〒460ff052-204-6-051-3 

信越化学工業株式会社 名古屋支店ご覧罰屑罰醤f寸区名駅峠7-23（名古屋三井ヒル東館）



精璽成形を究めると
PSシリースになる。
最新の電子コントローラを搭載し、射

出性能と操作性を向上させ、FA対応
においても一層の高性能化を図りま

した。新感覚の生産工場を実現する

価値ある射出成形機、それがNISSE!

のPSシリーズです。

N,SSE, 

日精欄詣エ婁隷式會祉
名古屋営業所／愛知県小枚市外堀2-167合0568-75-9555杓

岡碕出張所／愛知県岡崎市上六名ふ l-8三剛ピル IF 匹C564-52-1430

三重出張所／三重県津市神戸横田 203-4 合 0592-24-0716

鬱本社工場・技術研究所 長野県坂城町南条1110 f!(0168)81-3000（大代表）

鬱東京事務所●テ9ニカルセンター／本社、相模原・岩槻名涅叫屋大阪

・営業所／全国IIヶ所●出張所／全国10ヶ所●海外サーピスステーション／28ヶ所

_＿
― 
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ニ
塁
―
_
—
-
―
―

フラスチック、光ティスク、ファインセラミック射出成形機、

IC基 板 成 形 プ レ ス等、先端技術加工機を

生産して、世界の名機として活躍していますこ

ディスク専用機

フラスチJク射出成形機
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活きてる素材。
三菱レイヨンのプラスチック

メタクリル樹詣／板状品
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メタクリル樹脂／射出成形材＊＋
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東京(272)432|／大阪(202)224|／名古屋(561)6711
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行きはホックスと八スケットにいっぱい詰めて出発。ランチタイムにフタ

を開けはテーフルに早変わり。帰りは、八スケットをホックスに入れコ

ンパクトに収納できる1更利なレシャーホックスです。（フタの内側は、収

納スペースになります。）

、,IJコ株式会1

岐阜プラスチック工業株式会社 岐阜プラスチックグループ
繰本社：岐阜市神田町9丁目25番地（大岐阜ビル6階） Rリス興業（株 魯東北リス（株 織四国リス（株

魯生産本部：各務原市前渡東町4丁目 222番地 秦リスパック（株 敬東京リス（株 豪九州リス（株

綜リス（株 辮大阪リス（株 辮リスエンジニアリンク株


